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議
席
番
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質問者 質問事項 要旨 答弁者 答弁内容 担当課

1 バーデハウスの今後の運
営について

　赤字経営が続くバーデハウスの現状
と今後の運営の方向性について町長の
見解を伺う。
　

町長 　バーデハウス久米島の運営につきまし
ては、開館以降実質的な赤字経営が続い
ている状況にありますが、株主出資金の
運用、借入金、指定管理料の追加等によ
り運営している現状です。また、開館か
ら１５年が経過し、施設や設備の老朽化
が著しく、町として修繕等の対処を行っ
ておりますが、運営に苦慮しているのが
実情です。今後の運営につきましては、
指定管理先である株式会社オーランドの
経営改善の検討や民間企業への指定管理
移管等、総合的に検討してまいります。

商工観光課

2 行政と地域との意見交換
会の開催について

　今年６月、「第２回久米島町議会と
町民との意見交換会」を行った。１０
０名の町民が集まり様々な意見や要望
がでた。地域が議会や行政に対する強
い想いがあるとわかった。地域住民と
町長が意見交換を行う行政懇談会開催
について日程調整は行ったか。

町長

　行政懇談会の開催につきましては、本
年中に開催できよう日程調整を行ってお
ります。

総務課

3

5吉永　浩

久米島町学校給食のアレ
ルギー除去対応について

　１、現在町内公立学校におけるアレ
ルギー対応が必要な児童はどれくらい
いるか。
　２、これから給食センターの建て替
えの計画が進むと思う。子育て支援の
観点から、新たな給食センター建て替
えに合わせ、アレルギー除去対応給食
の仕組みが作れないか。

教育長 ①学校給食センターでのアレルギー除去
食、代替食対応児童は小学校4人、中学校
０人、計4人への対応となっています。

②学校給食アレルギー除去食・代替食提
供は平成19年12月17日から対象児童2名で
対応し始めました。新たな学校給食セン
ターでは、アレルギー専用調理スペース
を設けて、より衛生的で安心安全なアレ
ルギー除去食・代替食の提供が可能だと
考えます。

給食センター
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4 県道の歩道整備について　真我里から比嘉の間に、まだ歩道の
整備がなされてない部分がある。仲里
小学校、球美中学校の通学路になって
いる。安全確保の為にも、整備する必
要はないか。

町長 　県道久米島空港真泊線の真我里から比
嘉区間における歩道未整備箇所について
は、歩行者の危険が伴うことから、昨年
度、本町において地権者に対し協力要請
を行ったところであります。地権者から
も協力いただける意向が確認できました
ので、沖縄県に対し整備に向けた取り組
みを求めたところであります。
　沖縄県においても地権者の意向が確認
できたことから、今年度、設計業務を発
注したとの回答がありました。

建設課

5

12翁長　学

廃プラの回収について 　現在、廃プラの回収が、1ヶ月に1回
行われている。本島に移動し処理して
いて、運搬経費、処理経費がかかる。
本町で施設を作り、処理できないか。
他村では、自前で処理している所があ
る。

町長
　現在、南大東村と北大東村で、小型焼
却炉を導入し処理を行っております。環
境保全課と調整し次年度県のモデル事業
として、離島廃棄物適正処理促進事業で
導入出来るよう要望をしております。

産業振興課
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6 地域産業を支える道路の
整備について

　町道鳥島清水線、飛行場城跡線は町
の産業基盤及び生活基盤を支える道路
として極めて重要な道路だと思われる
が、道路の一部が未整備のため利用価
値が半減しているのが実情である。町
として同路線の必要性、重要性をどの
様に認識しているのか、そして今後の
整備についてどの様に考えているのか
伺う。

町長 　鳥島清水線については、県道久米島一
周線の整備計画区間となっておりますの
で、県における整備計画について確認等
を行いながら、町事業としての可能性に
ついても調整してまいりたいと考えてお
ります。
　飛行場城跡線の未整備区間の用地につ
きましては、継続的に法定相続人への電
話連絡や自宅訪問を行っておりますが連
絡が取れていない状況にあります。
　両路線については、本町においても安
全かつ円滑な交通の確保を図るため、整
備が必要な路線だと考えておりますの
で、地権者の意向や相続等に関する状況
を確認しながら、引き続き、沖縄県と調
整を図りながら事業化に向けて取り組み
たいと考えております。

建設課

7

2盛本　實

公共施設等総合管理計画
について

　本町においては数多くの公共施設が
ありますが、そのほとんどが経年劣化
や塩害劣化等により、年々ランニング
コストがかさんできていると思いま
す。
　今後においても、公共施設の持つ意
義や目的を達成のためにはランニング
コストに加え長寿命化工事や建て替え
（更新）工事などが余儀なくされ莫大
な予算が必要になると思われますが、
町の財政計画との整合性についてどの
様な状況なのか伺う。

町長
　公共施設等の全体を把握し、長期的な
視点に立って総合的かつ計画的な管理を
行うため、平成28年度に「久米島町公共
施設等総合管理計画」を策定しておりま
す。策定後は、「公共施設マネジメント
委員会」を立ち上げており、基本的な方
針について協議しております。
　今後、維持管理・更新等に係る経費試
算を行った上で財政計画に反映させると
ともに中長期的な取り組みで財政負担を
軽減してまいります。

企画財政課
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8 航空運賃の割引について　冠婚葬祭に伴う割引で特に弔慰割引
制度の導入に向けて検討、要請する必
要があるのではないか。

町長 　航空運賃の割引については、現行割引
の拡充に継続的に取り組んでいるところ
です。弔慰割引につきましては、これま
での県への拡充要請や意見交換を踏まえ
ますと厳しいと考えますが、運賃低減の
拡充に取り組んでまいります。

商工観光課

9 タチジャミ公園の整備に
ついて

　以前の一般質問で県と調整をすると
の答弁があったが、県の考えはどうな
っているか。

町長 　沖縄県自然保護課と久米島町環境保全
課と整備へ向けての調整を行っていま
す。沖縄県としては単独事業の為予算の
範囲において、実施の要件を満たせば進
めたい考えであります。

環境保全課

10

3平良　弘光

中学校運動場の整備につ
いて

　久米島西中学校、球美中学校の運動
場の整備計画はあるのか。

教育長 　久米島西中学校・球美中学校の運動場
整備につきましては、現在、整備計画は
ありませんが、PTA作業や学校側による整
備にも限界があるのも承知しておりま
す。本格的なグラウンド整備となると、
多額の費用がかかる事から、耐震化対策
を初めとする緊急を要する他事業との優
先順位をつけて検討して参ります。

教育課
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11 3平良　弘光 高齢者の見守りについて　全国的に異常気象による高温が続き
高齢者が熱中症で救急搬送されるケー
スが多くなっている。
　身寄りのない高齢者等に対して、本
町の取り組みは。

町長 　現在、身寄りのない高齢者等に対して
の支援として、配食サービスによる安否
確認や久米島町社会福祉協議会と連携し
て、気になる方への訪問を実施していま
す。また、介護保険サービスを利用して
いる方へは、地域包括支援センター職員
や町内の介護支援専門員等により当該高
齢者やその家族に対して、聞き取り調査
を実施し、適切な介護保険サービスへ繋
げています。町内の高齢化率が約30％
で、今後も増加する見込みから、制度に
掛からない高齢者への支援については、
地域住民の協力を得ながら限られた資源
を最大限に活用して、見守りネットワー
クを構築する必要がありますので、今後
とも関係機関と連携を図りながら進めて
まいります。

福祉課

12 9棚原　哲也 子育てしやすい環境につ
いて

　子育てしやすい島づくりをうたって
いると思いますが、それに対し町が具
体的に取り組んでいることは。

町長 　現在、本町が取り組んでいる子育て支
援につきましては、そらなみ保育園内に
子育て支援センター・役場庁舎内にファ
ミリー・サポート・センターがありま
す。次年度に学童保育を行う施設の整備
に取り組んでいます。

福祉課
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13 奥武島及びイーフビーチ
周辺海域の潮流調査につ
いて

　奥武島の西側海岸の大きく変貌して
いる砂州の保全対策と島内唯一の海水
浴場であるイーフビーチの保全に早急
に取り組む必要があると思うが、取り
組み方針は。

町長 　海流調査については、当該海域が仲里
漁港区域に指定されていることから、調
査の実施については沖縄県に対し要請を
行なっております。
　調査の実施について沖縄県に確認した
ところ、平成29年度に水域調査を実施し
た結果、奧武島の南側、泊地区から銭田
地区航路に砂が堆積しているとの回答が
ありました。
　海岸管理は、沖縄県となっております
ので保全対策について、県に相談してい
るところであります。

・建設課

・産業振興課

14

9棚原　哲也

観光地の安全対策につい
て

　国の天然記念物に指定されている奥
武島の畳石側面の階段式護岸に手すり
及び安全柵を。

町長 　畳石階段式護岸への安全対策につきま
しては、これまでの議会においてご要望
いただいておりますが、現状と致しまし
ては、設置可能な工作物を県へ相談し、
設置工作物の検討を行っております。予
算確保に努め、引き続き取り組んでまい
ります。

商工観光課

15 1喜久村　等 EM菌について 　本町がEM菌を培養し、各字に配布し
て、町民が自由に使用できる形で。
　EM菌の使い方によっては、色々な効
果がでてくると同時に町の活性化にも
なる。
　町の考え方、又、計画はないか伺
う。

町長
　ＥＭ菌で町の活性化の計画は現在ござ
いません。しかし、ＥＭ菌は各種分野で
幅広く利活用されております。今後関係
課でどのように活用し、町の活性化につ
ながるか情報交換をしてまいります。

・環境保全課

・産業振興課



令和元年９月定例会一般質問回答書

議
席
番
号

質問者 質問事項 要旨 答弁者 答弁内容 担当課

16 1喜久村　等 本庄池について 本庄池の工事は、完成したのか。現状
について、又、今後の計画について伺
う。

町長 　本庄池は、県営ため池等整備事業によ
り地すべり対策など、防災の観点から堤
体等の本体工事が完了しております。
　本庄池の今後の利用計画につきまして
は、今年度、本町が譲渡を受ける予定と
なっておりますので、町において受益地
域との調整を図ってまいりたいと考えて
おります。

建設課

17 認定こども園について 　過去の議会や、特別委員会でも同様
な質問をし令和４年度を目標に中央保
育所から認定こども園に移行するとの
答弁であった。その後、移行の時期が
ずれるとの話もあったが現在どのよう
な状況か伺う。

町長
　認定こども園の進捗状況につきまして
は、昨年度、基本計画の策定を終え、今
年度は、子ども子育て会議において配置
場所決定後、基本設計を実施し令和4年度
開所に向けて取り組んでいます。

福祉課

18

10玉城　安雄

第２次観光振興計画につ
いて

　第２次観光振興計画の実現のため事
業計画を早期に立案し、進めていく必
要があると考えるが当局の見解を伺
う。

町長 　第２次久米島町観光振興基本計画の実
施につきましては、計画策定から引き継
ぐ「久米島町観光振興委員会」「観光振
興基本計画推進ワーキング」を組織し、
管理・推進していくところです。今後、
事業計画の立案、事業を実施し観光振興
計画の推進、観光振興に取組んでまいり
ます。

商工観光課
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19 学校教育の充実について　１、学力向上については、各小中学
校に基礎学力向上学習支援員を配置し
基礎学力の定着を図っているが、今年
度４月に実施され、先月その結果が公
表された全国学力、学習調査におい
て、国、県平均と比較し、本町の結果
はどのようになっているか伺う。

　２、球美中学校のグランドの整備に
ついて伺う。同中学校のグランドにつ
いては、昭和４７年ごろ整備されたと
記憶しているが、現状のグランドを見
て整備の必要がないか当局の見解を伺
う。

教育長 １．今年度４月に実施された「全国学力
学習状況調査」の結果が公表されました
ので、国及び県と比較した平均正答率の
結果を報告します。まず、小学校国語
は、全国差＋４．２Ｐ、県差は同値の０
Ｐとなっており、算数は、全国差－１．
６Ｐ、県差－３Ｐとなっています。国語
と算数を合わせた全教科総合では、県は
－１．５Ｐ下回りましたが、全国は＋
１．３Ｐ上回っております。
　次に中学校ですが、国語は、全国差－
０．８Ｐ、県差＋４Ｐ、数学は、全国差
＋４．２Ｐ、県差＋１１Ｐ、英語は、全
国差－７Ｐ、県差－１Ｐとなっておりま
す。そして全教科総合では、全国差はわ
ずか－１．２Ｐ下回ってはおりますが、
県差は＋４．６Ｐ上回っており、ほぼ全
国並みの学力に近づいたと考えておりま
す。

２．球美中学校のグラウンドは、大雨時
の排水不良や、所々でこぼこした部分が
見受けられ整備の必要性を感じておりま
す。本格的なグランド整備には、多額の
費用もかかる事から、耐震化対策を初め
とする緊急を要する他事業との優先順位
を付けて検討して参ります。

教育課

20

10玉城　安雄

農水産物の島外海上輸送
コスト軽減について

　県外出荷については農水産物とも輸
送軽減のために助成があると聞く。久
米島、沖縄本島間の輸送助成について
は過去にも要請しているが進展が見ら
れない。再度当局の見解を伺う。

町長
　久米島、沖縄本島間の輸送助成につき
ましては、空輸で１キログラムあたり５
０円。船舶で１キログラムあたり５円の
助成があります。

産業振興課
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21 バス停の整備について 　バス停の整備については、これまで
にも同僚議員から幾度となく質問がな
されている。しかしながら改善の兆し
が見えないのが現状である。そこで３
点について伺う。
（１）平成２８年から令和元年の現在
まで、何ヶ所のバス停を整備したか。
（２）今後、何ヶ所を事業申請予定
か。
（３）久米島高校前のバス停の上屋の
計画はないか。

町長 （１）　ご質問のある期間での整備につ
きましては、表示板１ヶ所、ベンチ１ヶ
所となっております。

（２）　現在、県へ７ヶ所の整備要望を
行っております。バス停の整備につきま
しては、その他要望のあるバス停間隔の
見直しや運賃、ダイヤとあわせ検証して
おり、総合的に調査・分析を行いなが
ら、整備計画を立て取り組んでまいりま
す。

（３）　久米島高校前のバス停上屋につ
きましては、本年度より県が着手する予
定となっております。

商工観光課

22 防災認証登録者について　久米島町の防災認証登録者について2
点伺う。
（１）資格者育成をこれまで行った
か。
（２）久米島町の有資格者について、
実態把握はしているか。

町長 （1）資格者育成につきましては、県内で
の養成講座が少ないことなどから取り組
みを行っておりません。県内で研修を受
けられる環境が整えば、助成制度などを
検討し育成に努めていきます。
（2）日本防災士機構に確認したところ、
２名の防災士が登録されています。

総務課

23

6赤嶺　秀德

じんぶん館について 　じんぶん館は、久米島高校への離島
留学制度を立上げ、久米島高校を存続
させるために作られた寮だと思ってい
る。そのためには寮生が満足する様な
寮でなければならない。先般町と寮生
との話し合いがあったと聞いている。
町は寮生の要望意見に耳を傾け真摯に
対応すべきである。
　町は、寮生からの要望意見にどの様
に対処をし、改善するか伺う。

町長 　去る6月に、寮生代表の寮長、副寮長と
館長、班長、主任とで寮生からの要望や
意見について話し合いを行いました。
　寮生が不満に感じている居住環境の改
善については、意見を聞いて対処してお
ります。
　町としては今後も寮生からの要望や意
見をふまえ、より良い寮生活を送ること
ができるようスタッフ一丸となって改善
を図ってまいります。　

企画財政課
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24 6赤嶺　秀德 小中学校の洋式トイレに
ついて

　平成３０年１２月７日の新聞報道に
よると、洋式トイレの設置が県内公立
校で微増はしているものの、久米島町
が市町村別で３２．６パーセントと最
も低いとの報道がある。３点について
伺う。
（１）現在の設置率はどの程度か。
（２）学校別での設置率はいか程か。
（３）今年度の改修計画はあるか。

教育長 （１）本町の幼稚園、小学校、中学校に
おける洋式トイレ設置率は、現在３２．
６％となっております。

（２）学校別の校舎における設置率につ
きましては、清水幼稚園　66.7％、仲里
幼稚園　100％、仲里小学校13％、美崎小
学校26.3％、久米島小学校15.8％、
比屋定小学校29.4％、大岳小学校45.8
％、清水小学校　23.1％、久米島西中学
校　53.8％、球美中学校　55％となって
おります。

（３）今年度改修計画は、ありません
が、委員会としましては、洋式トイレ設
置率の低い小学校を優先に必要に応じ
て、財政担当課とも調整し改修して参り
ます。　

教育課

25 8喜久里　猛 学生寮の増設について 　この問題は、先の一般質問でも取り
上げたが、急を要するので、再度質問
します。
　来年度の留学生を希望者全員受け入
れる為には、急ぎ寮を増設する必要が
あるが、その対策はしているか。事業
メニューはあるか。

町長 　じんぶん館(寮）は一括交付金の特別枠
を活用して建設しています。増設費用の
財源として再度、一括交付金特別枠を活
用することを検討しましたが再度の活用
は厳しい状況です。
　増設以外の方法として従来の里親制度
以外に親子留学の支援制度を創設すると
同時に民間アパートオーナーなどと連携
して受け入れ増に向けた環境整備を図っ
てまいります。

企画財政課
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26 8喜久里　猛 サトウキビ苗、育苗施設
の新設について

　久米糖・未来ステーション久米島
が、育苗をしているが利用者が多くな
っているので、サザンプラント規模の
施設が必要ではないか。又、共済事業
としての補助対象を考える必要はない
か。

町長 　現在、島内でサトウキビの一芽苗を育
苗・販売しているのは、株式会社沖縄長
寿苑となっております。一芽苗の需要が
増えていけば、再度、球美開発も育苗・
販売すると報告を受けておりますので、
新たな施設の建設は計画しておりませ
ん。
　又、セーフーティーネットが発動され
ましたら、２／３の助成がございますの
で、共済事業としての補助対象としては
考えておりません。

産業振興課

27 7仲村　昌慧 給食費の無償化について　給食費の無償化については、平成２
９年６月定例会で「給食費については
就学援助を受けている２６％の児童生
徒は無償となっているが、残り７４％
の児童生徒の給食費を無償化するに
は、約２千２００万円の財源が必要と
なる。財源を恒常的に確保ができるか
どうか、財政課と調整を続ける。」と
答弁しているが、今の状況では給食費
を完全無償化するのは大変厳しいと思
う。保護者の負担を減らすために、
　①中学３年間を無償化した場合
　②第３子から無償化した場合
を試算し、どちらかを無償化すること
ができないか、町長の見解を伺う。

町長 　ご質問の2つの案について試算を行いま
した。①仮に令和2年度から令和4年度ま
での中学校生徒の3年間を無償化した場
合、約2､891万円の試算となります。就学
援助費準要保護認定児童生徒の学校給食
費の援助が今後もあるものとして年平均
約240万円程の3年間約720万円を差し引く
と、差額約2,１71万円、一年あたり約723
万円の財源が必要となります。

②第３子から無償化した場合、8月現在、
該当する児童生徒は84名で、3,326,400円
の財源が必要となります。
　いずれにしても多額の費用が必要であ
ること、学校給食センターの建て替え財
源が喫緊の課題となっており、無償化に
ついては、学校給食システムの在り方及
び財政状況も勘案して判断したいと考え
ています。

・企画財政課

・給食センタ
ー
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28 7仲村　昌慧 大田昌秀先生の顕彰事業
について

　『大田昌秀先生の顕彰事業について
は、全県的な組織にする必要があると
の関係者の共通認識のもと、期成会準
備委員会を設置し進めることで調整を
進めてきたが、事業内容の方向性につ
いて関係者の合意形成に、時間がかか
り未だ設置に至っていない。今年６月
に３回忌を迎えるに当たり、「大田昌
秀先生を語るシンポジウム」が６月２
２日に予定されているので、その実行
委員会やシンポジウム等を通して合意
形成を図りたい。』と答弁している
が、合意形成は図れたのか。今後、町
として顕彰事業をどう進めていくのか
伺う。

町長

　６月の「大田昌秀さんを語るシンポジ
ウム」やシンポジウム実行委員会では、
時間がなく合意形成を図ることができま
せんでした。
　引き続き関係者と意見交換を行い合意
形成に努めてまいります。

総務課
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29 7仲村　昌慧 離島振興策について 　離島のニーズを把握するため、２９
年ぶりに行われた離島住民特別調査に
よると、今後、県が重点的に取り組む
べき離島振興策として、
　１　食品、日用品など生活必需品の
価格
　２　島外に出る際の交通運賃
　３　ガソリン価格の安定
　４　医療機関の利用しやすさ
　５　島内で働く人の環境
　と上位に挙げられている。この中で
未だ、改善されていない件について
は、強力に取り組む必要がある。
　改善に向けて、どう取り組むか町長
の見解を伺う。

町長 １　生活必需品価格等の物価に直結する
物流コストの低減や支援方法を模索し、
引き続き取り組んでまいります。

２　「沖縄離島住民等交通コスト負担軽
減事業」等の県からの支援制度の継続・
確保に努めながら、運賃低減に繋がる環
境構築に取り組んでまいります。

３　石油製品の安定供給に向けては、沖
縄本島から県内離島への輸送経費を補助
することにより、離島における石油製品
の本島並みの価格の安定と円滑な供給が
図られ、地域住民の生活の安定に資する
ために実施されております。沖縄県にお
いては国の軽減措置に関する法律が前提
となっているため、国に対して働きかけ
ることが重要かと考えております。全国
離島振興協議会において「令和２年度離
島振興の推進に関する要望」で国の関係
機関に働きかけているところであり、県
の離島振興協議会とも連携し、この制度
が延長されるよう要請してまいります。

４　本町では、「久米島町出産助成金」
「久米島町難病患者等に係る渡航費助成
金」「久米島町子ども医療費助成金」等
の助成により医療機関の利用しやすさは
改善していると考えております。

５　働く環境の改善につきましては、現
状及び課題をしっかり把握することが優
先だと考えております。商工会等の町内

1.商工観光課

2.商工観光課

3.企画財政課

4.福祉課

5.商工観光課
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29 経済団体と連携しながら、現状及び課題
に関する状況を確認・整理し、改善策を
検討し取り組んでまいります。

30 職員の対応について 　役場職員の対応について、町民から
苦情はないか。職員の対応について、
町長の評価を伺う。

町長 　職員対応についての町民からの苦情
は、直接私にあるものや、人伝いで聞く
場合があります。
　町民対応については、丁寧に話を聞き
誠実に対応することが大切であり、町民
との信頼関係を築いていくことが重要で
ありますので、苦情があれば適切な指導
を行っていきます。

総務課

31

7仲村　昌慧

囲碁教室について 　今年、久米島老人クラブ連合会が、
沖縄県老人クラブ連合会の囲碁大会に
おいて見事、団体優勝を果たしてい
る。優勝メンバーのお一人の方が、子
供たちを中心に、囲碁を教えたいとい
うことで、６月７日に教育委員会に相
談したが、未だ解答がない。
　再度、囲碁教室を開設することがで
きないか伺う。

教育長 　本町老人クラブ連合会の皆さんが、
「県老連囲碁大会」において見事団体優
勝を飾ったことは、町民として大変喜ば
しく、また、子どもたちへの指導を希望
されていることには、大変有り難く思っ
ております。
　しかしながら、子どもたちは一般的
に、囲碁というゲームに関心が薄いこと
と、オセロなどと違ってルールがわかり
にくく、時間がかかると言うことで、教
育課程の中には取り入れにくい面がある
のではと感じております。
　そこで、教育課程外の放課後に、各小
学校で実施している「放課後子ども教
室」や中学校の課外活動等で実施できな
いかについて、各小中学校に提案をして
まいります。また、社会教育班が担当す
る文化事業等の中で、子どもを対象とし
た「囲碁教室」を開設することができな
いか、今後課内で検討して参ります。

教育課
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32 ショウキズイセンについ
て

　ショウキズイセンに関する町の取り
組みを伺う。
　①現在、苗の増殖を行っているか。
　②ショウキズイセン群落の規模拡大
についての考え方を伺う。
　③今後、ショウキズイセンの花祭り
を開催する考えはないか。

町長 ①苗の増殖については飛行場線の松並木
が生育がいいので、そこで行っていま
す。

②引き続きショウキズイセン群落の規模
拡大を飛行場線の松並木を中心に規模拡
大を行っていきます。

③花祭りの実施につきましては、関係機
関と協議をいたします。

環境保全課

33

7仲村　昌慧

合併について 　旧仲里村と旧具志川村が合併して、
１７年になるが、合併の効果として具
体的にどういうものが挙げられるか伺
う。

町長 　合併の効果としては、広域的な視点に
立った効果的なまちづくりの展開や行政
サービスの維持・向上、行財政の効率化
と財政基盤の強化などが考えられます。
　具体的には、プロ野球キャンプ誘致、
斎場建設及び離島留学制度等が合併によ
る効果だと考えております。

総務課


